
 

 

付 議 第 ２ 号 

 

 

高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則の 

一部を改正する規則議案 

 

 

 高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則（平成８年高

知県教育委員会規則第２号）の一部を別紙のとおり改正することについて、高

知県教育委員会事務委任規則（平成４年教育委員会規則第１号）第２条第３号

の規定により議決を求めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高知県教育委員会事務委任規則   

第２条 教育委員会は、次に掲げる事務を除き、その権限に属する事務を教育長に委任する。

   (３)規則及び訓令を制定し、又は改廃すること。  



- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

教 育 委 員 会 規 則  

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  

高 知 県 立 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則

の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。  

平 成 26年 ３ 月  日  

高 知 県 教 育 委 員 会 委 員 長  小 島  一 久  

高 知 県 教 育 委 員 会 規 則 第  号  

高 知 県 立 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 施  

行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則  

高 知 県 立 青 少 年 セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 施 行 規 則

（ 平 成 ８ 年 高 知 県 教 育 委 員 会 規 則 第 ２ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。  

第 ２ 条 第 １ 項 た だ し 書 中 「 球 場 」 を 「 屋 外 体 育 施 設 の 球 場 」 に

改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 教 育 委 員 会 」 を 「 高 知 県 教 育 委 員 会 （ 以 下

「 教 育 委 員 会 」 と い う 。 ） 」 に 改 め る 。  

第 ３ 条 た だ し 書 中 「 こ れ を 」 を 「 休 館 日 を 」 に 改 め る 。  

第 ４ 条 第 １ 項 中 「 規 定 に よ り 」 を 削 り 、 「 の 許 可 」 を 「 の 許 可

（ 以 下 「 利 用 の 許 可 」 と い う 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 ２ 項 中 「 利 用

開 始 日 」 を 「 当 該 利 用 を 開 始 す る 日 」 に 、 「 行 わ な け れ ば 」 を

「 こ れ を し な け れ ば 」 に 改 め 、 同 条 第 ３ 項 中 「 芸 西 天 文 学 習 館

の 」 を 「 芸 西 天 文 学 習 館 に つ い て 」 に 、 「 に よ る 使 用 料 （ 以 下

「 使 用 料 」 と い う 。 ） を 納 付 し て 」 を 「 に よ り 使 用 料 を 納 付 し て

当 該 」 に 、 「 教 育 長 が 別 に 」 を 「 高 知 県 教 育 長 （ 以 下 「 教 育 長 」

と い う 。 ） が 」 に 改 め 、 同 条 第 ４ 項 中 「 ト レ ー ニ ン グ 室 の 」 を

「 ト レ ー ニ ン グ 室 に つ い て 」 に 改 め る 。  

第 ５ 条 中 「 そ の 利 用 を 許 可 す る 」 を 「 利 用 の 許 可 を す る 」 に 改

め 、 「 別 に 」 を 削 り 、 「 許 可 し な い 」 を 「 利 用 の 許 可 を し な い 」

に 改 め る 。  

第 ６ 条 の 見 出 し 中 「 納 付 」 を 「 納 付 の 時 期 」 に 改 め 、 同 条 中

「 条 例 第 ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 青 少 年 セ ン タ ー の 」 を 削 る 。  

第 ７ 条 第 ２ 項 中 「 別 に 」 を 「 、 教 育 委 員 会 が 別 に 」 に 、 「 別 記

第 ６ 号 様 式 」 を 「 、 別 記 第 ６ 号 様 式 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 ３ 項

と し 、 同 条 第 １ 項 を 同 条 第 ２ 項 と し 、 同 条 に 第 １ 項 と し て 次 の １

項 を 加 え る 。  

条 例 第 ４ 条 の 規 定 に 基 づ き 使 用 料 を 減 額 し 、 又 は 免 除 す る 必

要 が あ る と 認 め る 場 合 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合

と す る 。 た だ し 、 第 １ 号 に 掲 げ る 場 合 に あ っ て は 、 青 少 年 セ ン

タ ー の 宿 泊 施 設 の 使 用 料 以 外 の 使 用 料 の み を 減 額 し 、 又 は 免 除

す る こ と が で き る も の と す る 。  

(１ ) 県 又 は 教 育 委 員 会 が 主 催 す る 行 事 の た め に 青 少 年 セ ン

タ ー を 利 用 す る 場 合  

(２ ) 身 体 障 害 者 手 帳 、 療 育 手 帳 又 は 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手

帳 を 所 持 す る 者 （ 次 号 に お い て 「 身 体 障 害 者 等 」 と い

う 。 ） が 青 少 年 セ ン タ ー を 利 用 す る 場 合  

別紙  



(３ ) 身 体 障 害 者 等 を 介 護 す る 者 （ 身 体 障 害 者 等 １ 人 に つ き

１ 人 と す る 。 ） が 当 該 身 体 障 害 者 等 と 同 時 に 青 少 年 セ ン タ

ー を 利 用 す る 場 合  

(４ ) 前 ３ 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 教 育 委 員 会 が 特 に 必 要 が

あ る と 認 め た 場 合  

第 ８ 条 中 「 変 更 し て 」 を 「 変 更 し て 青 少 年 セ ン タ ー を 」 に 改 め

る 。  

第 ９ 条 第 ２ 項 を 同 条 第 ３ 項 と し 、 同 条 第 １ 項 を 同 条 第 ２ 項 と

し 、 同 条 に 第 １ 項 と し て 次 の １ 項 を 加 え る 。  

条 例 第 ９ 条 た だ し 書 の 規 定 に 基 づ き 使 用 料 を 還 付 す る こ と が

で き る 場 合 は 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 と し 、 当 該 還

付 す る 額 は 当 該 各 号 に 定 め る 額 と す る 。  

(１ ) 教 育 委 員 会 の 都 合 に よ り 利 用 の 許 可 を 取 り 消 し た 場 合  

既 納 又 は 過 納 と な る 使 用 料 の 額 に 相 当 す る 額  

(２ ) 災 害 そ の 他 の 不 可 抗 力 に よ り 青 少 年 セ ン タ ー を 利 用 す る

こ と が で き な く な っ た 場 合  既 納 又 は 過 納 と な る 使 用 料 の 額

に 相 当 す る 額  

(３ ) 利 用 の 取 消 し の 届 出 又 は 利 用 の 許 可 の 内 容 の 変 更 の 届 出

が 当 該 利 用 を 開 始 す る 日 の 前 日 ま で に あ っ た 場 合  既 納 又 は

過 納 と な る 使 用 料 の 額 に 相 当 す る 額  

第 10条 中 「 施 設 、 」 を 「 青 少 年 セ ン タ ー の 施 設 、 」 に 、 「 必 要

に よ り 」 を 「 必 要 が あ っ て 」 に 改 め る 。  

第 11条 の 見 出 し 中 「 利 用 終 了 後 」 を 「 利 用 終 了 後 等 」 に 改 め 、

同 条 中 「 終 わ っ た 」 を 「 終 わ っ た と き 又 は 条 例 第 ８ 条 第 １ 項 の 規

定 に 基 づ き 利 用 の 許 可 を 取 り 消 さ れ 、 若 し く は 利 用 を 停 止 さ せ ら

れ た 」 に 、 「 直 ち に 」 を 「 直 ち に 当 該 利 用 に 係 る 」 に 改 め る 。  

第 12条 中 「 利 用 者 及 び 青 少 年 セ ン タ ー に 入 場 す る 者 （ 以 下 「 入

場 者 」 と い う 。 ） 」 を 「 青 少 年 セ ン タ ー を 利 用 す る 者 」 に 改 め 、

同 条 第 ５ 号 中 「 備 品 等 」 を 「 青 少 年 セ ン タ ー の 備 品 等 」 に 改 め 、

同 条 第 ６ 号 中 「 建 物 そ の 他 の 工 作 物 、 備 品 等 を 汚 損 し 、 又 は 」 を

「 青 少 年 セ ン タ ー の 施 設 、 設 備 、 備 品 等 を 汚 損 し 、 損 壊 し 、 又 は

汚 損 し 、 若 し く は 」 に 改 め る 。  

第 13条 第 １ 号 中 「 利 用 者 又 は 入 場 者 」 を 「 青 少 年 セ ン タ ー を 利

用 す る 者 」 に 改 め る 。  

第 14条 中 「 利 用 者 及 び 入 場 者 」 を 「 青 少 年 セ ン タ ー を 利 用 す る

者 」 に 、 「 そ の 指 示 」 を 「 、 そ の 指 示 」 に 改 め る 。  

第 15条 の 見 出 し を 「 （ 委 任 ） 」 に 改 め 、 同 条 中 「 別 に 」 を 削

る 。  

別 記 第 ５ 号 様 式 中 「 第 ７ 条 第 １ 項 」 を 「 第 ７ 条 第 ２ 項 」 に 改 め

る 。  

別 記 第 ７ 号 様 式 中 「 第 ９ 条 第 １ 項 」 を 「 第 ９ 条 第 ２ 項 」 に 改 め

る 。  

附  則  

こ の 規 則 は 、 平 成 26年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

 



 

高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部

を改正する規則議案説明 

 

１ 改正の目的及び内容 

高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例（昭和42年高知県条例

第19号）及び他の公の施設の設置及び管理に関する条例施行規則との規定の整

合性を図るとともに、高知県規則である高知県立青少年センターの使用料の減

免及び還付に関する規則（平成17年高知県規則第60号の２）において規定して

いた使用料の減免及び還付に関する事項を、高知県教育委員会規則である高知

県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則（平成８年高知県教

育委員会規則第２号）において規定するため、必要な改正をしようとするも

の。 

 

２ 施行期日 

  平成26年４月１日 

参考資料１ 



新      旧      対      照      表 

新 旧 

高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則(抜

粋) 

高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則(抜

粋) 

 

本則 

 

本則 

(利用時間) 

第 2 条 青少年センターの利用時間は、午前 8時 30 分から午後 5時まで

とする。ただし、体育館、屋外体育施設の球場及びトレーニング室にあ

っては午前 8時 30 分から午後 9時まで、芸西天文学習館にあっては午

後 6時から午後 9時までとする。 

(利用時間) 

第 2 条 青少年センターの利用時間は、午前 8時 30 分から午後 5時まで

とする。ただし、体育館、球場及びトレーニング室にあっては午前 8時

30 分から午後 9時まで、芸西天文学習館にあっては午後 6時から午後 9

時までとする。 

2 高知県教育委員会(以下「教育委員会」という。)は、前項の規定にか

かわらず、特に必要があると認めたときは、同項の利用時間を変更する

ことができる。 

2 教育委員会は、前項の規定にかかわらず、特に必要があると認めたと

きは、同項の利用時間を変更することができる。 

(休館日) 

第 3 条 青少年センターの休館日は、月曜日及び 12 月 29 日から翌年の 1

月 3日までとする。ただし、教育委員会が特に必要があると認めたとき

は、休館日を変更し、又は臨時に休館日を定めることができる。 

(休館日) 

第 3 条 青少年センターの休館日は、月曜日及び 12 月 29 日から翌年の 1

月 3日までとする。ただし、教育委員会が特に必要があると認めたとき

は、これを変更し、又は臨時に休館日を定めることができる。 

(利用の許可の申請) 

第 4 条 条例第 2条第 1項の規定により青少年センターの利用の許可(以

下「利用の許可」という。)を受けようとする者は、別記第 1号様式に

よる高知県立青少年センター利用許可申請書(第 7条第 1項において

「利用許可申請書」という。)を教育委員会に提出しなければならな

い。 

(利用の許可の申請) 

第 4 条 条例第 2条第 1項の規定により青少年センターの利用の許可を受

けようとする者は、別記第 1号様式による高知県立青少年センター利用

許可申請書(第 7条第 1項において「利用許可申請書」という。)を教育

委員会に提出しなければならない。 

2 前項の規定による申請は、当該利用を開始する日の 5日前までにこれ

をしなければならない。ただし、教育委員会が特に認めたときは、この

限りでない。 

2 前項の規定による申請は、利用開始日の 5日前までに行わなければな

らない。ただし、教育委員会が特に認めたときは、この限りでない。 

3 前 2 項の規定にかかわらず、個人又は小人数のグループが体育館若し

くは屋外体育施設又は芸西天文学習館について利用の許可を受けようと

3 前 2 項の規定にかかわらず、個人又は小人数のグループが体育館若し

くは屋外体育施設又は芸西天文学習館の利用の許可を受けようとすると
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するとき(条例第 3条の規定により使用料を納付して当該利用の許可を

受けようとする場合を除く。)は、別記第 2号様式による高知県立青少

年センター体育施設利用許可申請書又は高知県教育長(以下「教育長」

という。)が定める様式による申請書をあらかじめ教育委員会に提出し

なければならない。 

き(条例第 3条の規定による使用料(以下「使用料」という。)を納付し

て利用の許可を受けようとする場合を除く。)は、別記第 2号様式によ

る高知県立青少年センター体育施設利用許可申請書又は教育長が別に定

める様式による申請書をあらかじめ教育委員会に提出しなければならな

い。 

4 第 1 項及び第 2項の規定にかかわらず、個人がトレーニング室につい

て利用の許可を受けようとするときは、口頭により申請することができ

る。 

4 第 1 項及び第 2項の規定にかかわらず、個人がトレーニング室の利用

の許可を受けようとするときは、口頭により申請することができる。 

(許可書等の交付等) 

第 5 条 教育委員会は、前条第 1項、第 3項又は第 4項の規定による申請

があった場合において、利用の許可をするときは別記第 2号様式による

高知県立青少年センター体育施設利用券、別記第 3号様式によるトレー

ニング室利用券若しくは別記第 4号様式による高知県立青少年センター

利用許可書又は教育長が別に定める様式による許可書若しくは利用券を

当該申請をした者に交付するものとし、利用の許可をしないときはその

旨を当該申請をした者に通知するものとする。 

(許可書等の交付等) 

第 5 条 教育委員会は、前条第 1項、第 3項又は第 4項の規定による申請

があった場合において、その利用を許可するときは別記第 2号様式によ

る高知県立青少年センター体育施設利用券、別記第 3号様式によるトレ

ーニング室利用券若しくは別記第 4号様式による高知県立青少年センタ

ー利用許可書又は教育長が別に定める様式による許可書若しくは利用券

を当該申請をした者に交付するものとし、許可しないときはその旨を当

該申請をした者に通知するものとする。 

(使用料の納付の時期) 

第 6 条 条例第 2条第 1項の規定により青少年センターの利用の許可を受

けた者(以下「利用者」という。)は、使用料を当該利用の前に納付しな

ければならない。ただし、教育委員会が特に認めたときは、使用料を当

該利用の後に納付することができる。 

(使用料の納付) 

第 6 条 条例第 2条第 1項の規定により青少年センターの利用の許可を受

けた者(以下「利用者」という。)は、使用料を当該利用の前に納付しな

ければならない。ただし、教育委員会が特に認めたときは、使用料を当

該利用の後に納付することができる。 

(使用料の減免の申請等) 

第 7 条 条例第 4条の規定に基づき使用料を減額し、又は免除する必要が

あると認める場合は、次の各号のいずれかに該当する場合とする。ただ

し、第 1号に掲げる場合にあっては、青少年センターの宿泊施設の使用

料以外の使用料のみを減額し、又は免除することができるものとする。 

(使用料の減免の申請等) 

第 7 条 

(1) 県又は教育委員会が主催する行事のために青少年センターを利用

する場合 

 

(2) 身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳を所持す

る者(次号において「身体障害者等」という。)が青少年センターを利

 



用する場合 

(3) 身体障害者等を介護する者(身体障害者等 1人につき 1人とす

る。)が当該身体障害者等と同時に青少年センターを利用する場合 

 

(4) 前 3 号に掲げる場合のほか、教育委員会が特に必要があると認め

た場合 

 

2 略 1 略 

3 教育委員会は、前項の規定による申請があった場合において、使用料

の減額又は免除を承認するときは、教育委員会が別に定める場合を除

き、別記第 6号様式による使用料減額(免除)承認通知書により、承認し

ないときはその旨を、それぞれ当該申請をした者に通知するものとす

る。 

2 教育委員会は、前項の規定による申請があった場合において、使用料

の減額又は免除を承認するときは別に定める場合を除き別記第 6号様式

による使用料減額(免除)承認通知書により、承認しないときはその旨

を、それぞれ当該申請をした者に通知するものとする。 

(利用の取消し等の届出) 

第 8 条 利用者は、青少年センターの利用を取り消し、又は利用の許可の

内容を変更して青少年センターを利用しようとするときは、直ちにその

旨を教育委員会に届け出なければならない。 

(利用の取消し等の届出) 

第 8 条 利用者は、青少年センターの利用を取り消し、又は利用の許可の

内容を変更して利用しようとするときは、直ちにその旨を教育委員会に

届け出なければならない。 

(使用料の還付の請求等) 

第 9 条 条例第 9条ただし書の規定に基づき使用料を還付することができ

る場合は次の各号のいずれかに該当する場合とし、当該還付する額は当

該各号に定める額とする。 

(使用料の還付の請求等) 

第 9 条 

(1) 教育委員会の都合により利用の許可を取り消した場合 既納又は

過納となる使用料の額に相当する額 

 

(2) 災害その他の不可抗力により青少年センターを利用することがで

きなくなった場合 既納又は過納となる使用料の額に相当する額 

 

(3) 利用の取消しの届出又は利用の許可の内容の変更の届出が当該利

用を開始する日の前日までにあった場合 既納又は過納となる使用料

の額に相当する額 

 

2 略 1 略 

3 略 2 略 



(管理上の立入り) 

第 10 条 利用者は、青少年センターの関係職員が青少年センターの施

設、設備、備品等の管理その他職務上の必要があって当該利用に係る施

設に立ち入る場合は、これを拒むことができない。 

(管理上の立入り) 

第 10 条 利用者は、青少年センターの関係職員が施設、設備、備品等の

管理その他職務上の必要により当該利用に係る施設に立ち入る場合は、

これを拒むことができない。 

(利用終了後等の整理) 

第 11 条 利用者は、利用が終わったとき又は条例第 8条第 1項の規定に

基づき利用の許可を取り消され、若しくは利用を停止させられたとき

は、直ちに当該利用に係る備品等を所定の位置に戻し、青少年センター

の関係職員の点検を受けなければならない。 

(利用終了後の整理) 

第 11 条 利用者は、利用が終わったときは、直ちに備品等を所定の位置

に戻し、青少年センターの関係職員の点検を受けなければならない。 

(遵守事項) 

第 12 条 青少年センターを利用する者は、次に掲げる事項を守らなけれ

ばならない。 

(遵守事項) 

第 12 条 利用者及び青少年センターに入場する者(以下「入場者」とい

う。)は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1)～(4) 略 (1)～(4) 略 

(5) 許可を受けないで青少年センターの備品等を青少年センターの外

に持ち出さないこと。 

(5) 許可を受けないで備品等を青少年センターの外に持ち出さないこ

と。 

(6) 青少年センターの施設、設備、備品等を汚損し、損壊し、又は汚

損し、若しくは損壊するおそれのある行為をしないこと。 

(6) 建物その他の工作物、備品等を汚損し、又は損壊するおそれのあ

る行為をしないこと。 

(7)～(9) 略 (7)～(9) 略 

(入場の制限) 

第 13 条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めた者に対

して、青少年センターへの入場を拒み、又は青少年センターからの退去

を命ずることができる。 

(入場の制限) 

第 13 条 教育委員会は、次の各号のいずれかに該当すると認めた者に対

して、青少年センターへの入場を拒み、又は青少年センターからの退去

を命ずることができる。 

(1) 他の青少年センターを利用する者に危害を加え、又は迷惑を及ぼ

すおそれのある者 

(1) 他の利用者又は入場者に危害を加え、又は迷惑を及ぼすおそれの

ある者 

(2) 略 (2) 略 

(損傷等の届出) 

第 14 条 青少年センターを利用する者は、青少年センターの施設、設

備、備品等を損傷し、又は滅失したときは、直ちに教育委員会に届け出

て、その指示を受けなければならない。 

(損傷等の届出) 

第 14 条 利用者及び入場者は、青少年センターの施設、設備、備品等を

損傷し、又は滅失したときは、直ちに教育委員会に届け出てその指示を

受けなければならない。 



(委任) 

第 15 条 この規則に定めるもののほか、青少年センターの管理に関し必

要な事項は、教育長が別に定める。 

(雑則) 

第 15 条 この規則に定めるもののほか、青少年センターの管理に関し必

要な事項は、教育長が別に定める。 

 

第 5 号様式(第 7条関係) 

 

第 5 号様式(第 7条関係) 

使用料減額(免除)承認申請書 使用料減額(免除)承認申請書 

[別紙参照] [別紙参照] 

 

第 7 号様式(第 9条関係) 

 

第 7 号様式(第 9条関係) 

使用料還付請求書 使用料還付請求書 

[別紙参照] [別紙参照] 

 



第５号様式（第７条関係） 

年  月  日 

高知県教育委員会 様 

申請者 住所（所在地） 

氏名（名称及び代表者名） 

電話番号 

使 用 料 減 額 （ 免 除 ） 承 認 申 請 書 

高知県立青少年センターの利用について、使用料の減額（免除）を受けたいので、高知県立青少年センタ

ーの設置及び管理に関する条例施行規則第７条第２項の規定により、次のとおり申請します。 

利 用 の 目 的  

利 用する施設  

利 用する備品  

利 用 の 日 時 
年  月  日 午前 ・ 午後   時  分から 

年  月  日 午前 ・ 午後   時  分まで 

減額又は免除を受
けようとする理由
及び金額 

 円 

※ 

 

 

使用料の額の算定 

 算  定  内  訳 金    額 

正規の使用料の額 
（Ａ）  円 

減額又は免除をする
使用料の額 （Ｂ） 

 円 

決定した使用料の額    
（Ａ－Ｂ） 

 円 

※ 
決 

 

裁 

 

欄 

   担 当 
※ 
受 付 年 月 日 年  月  日 

    

※ 
決 定 年 月 日 

年  月  日 

※ 
通 知 年 月 日 

年  月  日 

注 ※印欄は、記入しないでください。 

 



第７号様式（第９条関係） 

年  月  日 

高知県教育委員会 様 

請求者 住所（所在地） 

氏名（名称及び代表者名）        ㊞ 

電話番号 

使 用 料 還 付 請 求 書 

高知県立青少年センターの利用について、使用料の還付を受けたいので、高知県立青少年センターの設置

及び管理に関する条例施行規則第９条第２項の規定により、次のとおり請求します。 

利 用 の 目 的  

利 用する施設  

利用許可番号及び
利用の日時 

許可番号  第     号 

年  月  日 午前 ・ 午後   時  分から 

年  月  日 午前 ・ 午後   時  分まで 

納付済みの使用料
の額 

円 使用料納付年月日 年  月  日 

還付を請求する理
由 

 

 

還付を請求する使
用料の額 

円 

※ 

決 

 

裁 

 

欄 

   担 当 
※ 
受 付 年 月 日 

年  月  日 

    

※ 
決 定 年 月 日 

年  月  日 

※ 
通 知 年 月 日 

年  月  日 

※ 
還 付 年 月 日 年  月  日 

注 ※印欄は、記入しないでください。 

 



現行規則 

○高知県立青少年センターの使用料の減免及び還付に関する規則 

(平成8年3月26日規則第21号) 
 

  高知県立青少年センターの使用料の減免及び還付に関する規則 

(趣旨) 

第1条 この規則は、高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例(昭和42年高

知県条例第19号。以下「条例」という。)の規定に基づき、高知県立青少年センターの

使用料の減免及び還付に関し必要な事項を定めるものとする。 

(使用料の減免) 

第2条 条例第4条の規定に基づき使用料を減免することができる場合は、次に掲げる場

合とする。ただし、第1号に掲げる場合にあっては、宿泊施設の使用料以外の使用料

のみを減免することができるものとする。 

(1) 県又は教育委員会が主催する行事のために利用するとき。 

(2) 身体障害者手帳、療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳を所持する者(次号におい

て「身体障害者等」という。)が利用するとき。 

(3) 身体障害者等を介護する者(身体障害者等1人につき1人とする。)が当該身体障

害者等と同時に利用するとき。 

(4) 前3号に掲げる場合のほか、教育委員会が特に必要があると認めたとき。 

(使用料の還付) 

第3条 条例第9条ただし書の規定に基づき使用料を還付することができる場合は次の各

号に掲げる場合とし、その還付する額は当該各号に定める額とする。 

(1) 教育委員会の都合により利用の許可を取り消した場合又は災害その他の不可抗力

により利用できなくなった場合 既納又は過納となる使用料の額に相当する額 

(2) 利用の取消し又は許可の内容の変更の届出が利用開始日の前日までにあった場合

 既納又は過納となる使用料の額に相当する額 

附 則 

この規則は、平成8年4月1日から施行する。 

参考資料３ 



高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則の 

一部を改正する規則等議案について 

 

１ 議案名 

第２号 高知県立青少年センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正

する規則議案 

第３号 高知県立塩見記念青少年プラザの設置及び管理に関する条例施行規則の一部

を改正する規則議案 

第４号 高知県立青少年の家の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する

規則議案 

第５号 高知県立高知青少年の家の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正

する規則議案 

第６号 高知県立青少年体育館の設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正す

る規則議案 

 

２ 改正趣旨 

本年４月１日付けで条例の一部改正を行う高知県立青少年センターの設置及び管理に

関する条例他４件及び他の公の施設の設置及び管理に関する条例施行規則との規定の整

合性を図るとともに、高知県規則である高知県立青少年センターの使用料の減免及び還付

に関する規則他３件及び高知県立塩見記念青少年プラザの使用料に関する規則において

規定していた使用料の減免および還付に関する事項を規定するため、必要な改正をしよう

とするもの。 

 

３ 改正内容 

① ４月１日付けで改正を行う施設の設置及び管理に関する条例及び他の公の施設の設

置及び管理に関する条例施行規則との整合性等を図る。 

② 使用料の減免及び還付の要件等の規定を新たに加える。 

この規定は高知県規則である下記の規則で規定していたが、使用料の減免および

還付に関することは平成１７年までに教育委員会に権限が委任されていることから、

今回の改正にあわせて、教育委員会規則であるそれぞれの設置及び管理に関する条

例施行規則に当該規定を設けることとした。 

なお、要件等については下記の規則で定めていたものと同様のもの。 

○使用料の減免要件及び還付の請求等を規定していた高知県規則（参考資料３参照） 

  ・高知県立青少年センターの使用料の減免及び還付に関する規則 

  ・高知県立塩見記念青少年プラザの使用料に関する規則 

  ・高知県立青少年の家の使用料の減免及び還付に関する規則 

・高知県立高知青少年の家の使用料の減免及び還付に関する規則 

・高知県立青少年体育館の使用料の減免及び還付に関する規則 

※なお、今回の条例施行規則が改正されれば、高知県立塩見記念青少年プラザの使

用料に関する規則以外の規則については廃止となる。 

 

４ 施行日 

平成 26 年４月１日 

参考資料４ 


